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1．はじめに
　筆者は2004年4月から一年間，英国ロンドン大学にある東洋アフリカ学
院1）日本研究センター2）に学術訪問員として滞在した。当学院には日本
語・韓国語言語文化学科があり，日本語の授業体系が組まれているほか，
語学センターには東洋・アフリカの諸言語の約50数ヶ国語の履修コースが
ある。また，社会人のための日本語集中コースや日本語教師養成講座など
が定期的に催されている。SOASは英国のみならず欧州でもアジア学研究
1）英文名SOAS：School　of　Oriental　and　African　Studies　2005年現在，芸術人文
　学部，言語文化学部，法律社会科学学部の3学部があり，言語文化学部はさ
　　らにアフリカ言語文化学科，中国および内陸部言語文化学科，日本語・韓国
　語言語文化学科，中近東言語文化学科，東南アジア言語文化学科，南アジア
　言語文化学科，言語学科の6学科に分かれている。なお従来の東アジア言語
　文化学科は2004年9月より中国および内陸部言語文化学科と日本語・韓国語
　言語文化学科（2コース編成）に分かれている。
2）英文名JRC＝Japan　Research　Centre　日本文化に関する公開講座，講演などを
　　開催している。
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が盛んなところである。日本語教育の歴史も古く，またロンドンという当
地の性格からも，異言語交流を考えるうえで恵まれた環境にあった。滞在
期間中は英国内の日本語教育の実情を見聞するとともに滞在の機会を利用
して，欧州の日本語教育の実情をできるだけ見聞することに努めた。幸
い，2004年の8月にフランスのリヨンで行われたヨーロッパ日本語教育シ
ンポジウム，また同年9月に英国のオックスフォードで行われた英国日本
語教育学会大会にオブザーバーとして参加する機会を得たので，本稿では
前半部分でその概略を報告し，後半部分で二つの大会を通して得た印象か
ら日本語教育の国際化，日本語教育のための日本語研究，さらに世界にお
ける日本語の発信という意味について考えてみたい。
2．ヨーロッパ日本語教育シンポジウム
　ヨーロッパ日本語教育シンポジウムは毎年9月前後に開催されている。
前回（2003年）はスイスのジュネーブで開催されたが，今回（2004年）は
リヨンで9月26日から29日（最終日は観光）までリヨン第三大学のジャ
ン・ムラン校舎で開催された。リヨンはパリ，マルセーユにつぐ第三の都
市で，日本とは織物を通して友好の歴史がある。また，およそ百年前に滞
在した文豪永井荷風の『ふらんす物語』の舞台となったところでも知ら
れ，日本人にも馴染み深い古都である。当大学での日本語教育の歴史も古
く，大会の開催地としてはふさわしい環境であった。
　前回の大会では複数言語使用環境の中での日本語教育がいかにあるべき
かを問う「マルチリンガリズムと日本語教育」というテーマで，ヨーロッ
パ各地での実践が報告された。今回はその主旨を発展継承し，「開かれた
日本語教育一一発想，理論，実践の共有を目指して一」というテーマと
副題で，より実践的な課題が討論されることになった。主催（共催）は
ヨーロッパ日本語教師会，フランス日本語教師会，リヨン第3大学スラ
ヴ・東洋語学研究所で，早早日本大使館後援，国際交流基金などの協力・
助成によるものであった。シンポジウムには欧州各国および日本，米国な
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ど二十数力国から200旧名を集め，欧州のみならず世界の日本語教育の趨
勢を知る機会ともなった。
　初日の基調講演では「談話と文法の接点一談話の中での文の機能」と
題して，砂川有里子氏（筑波大学教授）の文法教育に関する講演があっ
た。それぞれの実践の場において文法教育，文法研究をどう位置づけ，意
識化するかは教師の関心によるところが大きいが，講演は文法を動態的な
ものと捉え，連体修飾節の機能的な分析，分裂文（「のだ」を含む）の諸
相をとりあげ，文法がゆるやかな規則であることを興味深く解説する内容
であった。午後からは三つの会場で次のような研究発表が行われた。（数
字は発表会場と発表順。敬称略，＊は所属明記なし。以下同様）
　1－1山元淑乃（ラトビア大学現代言語学部東洋学科）「E－beamを利用し
　　　た日本語授業」
　1－2昇：地崇明（グルノーブル第3大学）「フランス語母語話者はどのよ
　　　うに日本語を聞くのか一日本語の韻律態度に注目して　　」
　2－1Mikhailova　Yulia＊「日・英・独・露語の『ほめ／compliment』表現
　　　における普遍性」
　2－2佐藤紀子，セーカーチ・アンナ＊「ハンガリーの日常生活への日本
　　語の普及一観光業従事者の日本語力とハンガリー語に入った外来
　　語としての日本語一一」
3－1斎藤真実（国際交流基金ブダペスト事務所）「クラスルーム・イン
　　　ターアクションのミクロ分析とそのフィードバックの可能性」
　3－2畠山理恵（元ソフィア大学客員講師）「学習者を巻き込んだ教室活
　　動一試案：学習者主体の教室とは？一」
また，休憩を挟んで次の3会場でワークショップが行われた。
　A会場戸田貴子（早稲田大学）「欧州の日本語学習者を対象とした音
　　　　声教育」
　B会場　川村よし子（東京国際大学）「インターネットを活用したプロ
　　　　ジェクトワーク型授業」
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　C会場　斎藤信子（桜美林大学），Gehrtz三隅友子（徳島大学），梅田
　　　　　康子（愛知大学）「自律的な学習を支援する活動一個別支
　　　　　援，学習カウンセリング，リソースの拡大一」
　二日目は早朝より総会が行われ，次期役員の選出をめぐって会員の間で
対立する意見が見られた。複合的，多言語的な背景をもつ欧州で日本語教
育を統括する際の諸問題が垣間見えた。これについては私見も交えながら
後述することにしたい。
　午後は畑佐一味氏（米国パデュー大学教授）の「書くことに関する『二
題』」というもので，最近の研究成果2題が報告された。一つは「学習者
の漢字の書字行動と筆川頁に関する実証的研究と提案」，もう一つは「日本
語のキーボードインプットに関する研究」であった。前者の外国人のため
の漢字の効率的な筆順教育の実践は日本人対象のそれとは異なる観点から
模索されるという可能性を示唆したもので，現行の一般の学校教育から見
れば相応の抵抗を伴う指導体系と見受けられたが，外国人教育の実践に
立った興味深い試みであった。とりわけ非漢字圏学習者にとって「書く」
という技能についてはまだ多くの研究の余地があることが痛感された。
ワープロ入力に関するソフト開発の実践紹介については限られた漢字，語
彙の範囲では有効なものの，「枠外」の教育への適応という点からの議論
があった。発表者の言う「大人の自転車に乗る前に身丈にあった自転車に
乗る」という言語教育の思想は確かに親切ではある一方，自律的な学習の
伸張から言えば，さまざまな議論も交差しよう。2題とも興味深い内容
だっただけに発表，質疑時間の短さが気になった。
　その後3会場に分かれて次のような研究発表が一人20分，質疑応答10分
で行われた。
　1－1AJE－CEFプロジェクト委員会＊「ヨーロッパ言語教育における共通
　　　枠組み一（CEF）の浸透」
　1－2高橋清彦（エストニア共和国タリン市立ヤルヴェオッツア高校）
　　　「欧州日本語OPI研究会の歩みと展望」
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　2－1小野芳子（スロバキア・ブラチスラバ大学他）「私はドイツ人とフ
　　　ランス人です一名詞並列の問題とハ＆ガの問題　　」
　2－2光信仁美（関西外国語大学）「受動文のタイプと連用用法の関係に
　　　ついて」
　3－1崔昏眠（早稲田大学大学院）「漢字指導の新しい試み一漢字に対
　　　する韓国人初級学習者の認知度から一」
　3－2千葉浩子（ディポー大学）“Teaching　and　Learning　Kanji　Using　Pen－
　　　Based　Technology”
　昼食をはさみ，午後はワークショップ（パネルディスカッション）「共
有の場としてのく教師会〉に何ができるか」というテーマで各地の日本語
教育の紹介，現場の報告が成された。共通した問題もあれば地域の固有の
問題もあり，あらためて日本語教育の多様さを考えさせられる内容であっ
た。将来の指向性をさぐるうえで参加者相互の活発な意見交換，情報交換
が期待されたが，制限時間も手伝ってか，フロアーからの質問とパネラー
とがうまく連繋していかない場面がまま見受けられた。多様な現実を集約
する（その必要はないのかもしれないが）難しさが浮き彫りにされた印象
をもった。
　また，配布資料が発表とくらべて十分な内容でないことも心残りであっ
た。ポスターセッションなどで，各地の教育内容を紹介したり，教材コー
ナーなどを開設して開発中，使用中の教材を公開するなどのプレゼンなど
があれば，さらに具体的な意見の共有，交換が可能になるはずである。こ
の後，午後の研究発表が再び三会場に分かれておこなわれた。
　1－1山崎恵（姫路独尊大学）「日本語学習者の作文に見られる変化表現
　　　『なる』の誤用一フランスでのデータをもとに一」
　1－2宇佐美洋（国立国語研究所）「フランス語母語話者の日本語作文に
　　　おける『意図不明表現』　　執筆者本人による母語訳との対照から
　　　わかること一」
　1－3ジロ岩内佳代子（パリ第7大学）「フランス人学習者の作文に見ら
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　　　れる敬語の誤用分析」
　1－4新屋映子（桜美林大学）「日本語学習者の接続表現について」
2－1山本雅子（愛知大学）「テンス・アスペクト形式と〈場〉」
2－2小林玲子（イタリア・カターニア大学）「会話における『やはり／
　　　やっぱり』の機能」
2－3百済正和（英国・カーディフ大学）「初級作文クラスにおけるディ
　　　クトグロス（Dictogloss）の試み」
2－4オゼルハン智代（イスタンブール・ビリギ大学）「文字学習における
　　　ポートフォリオの役割　　学習者による学習過程の自己評価一」
3－1三上京子（朝日カルチャーセンター）「初級から教えるオノマト
　　　ペー基本オノマトペの選定とその教材開発一」
　3－2カタリーナ・リエクスティニャ（早稲田大学大学院）「日本語学習
　　　者のための初級・中級レベルにおける格助詞「二」と「デ」の解説
　　　教材一認知的な手法をもとに一」
3－3杉山純子（土日基金文化センター）「『話す力』を測るアチーブメン
　　　トテストについての一考察」
　3－4川本健二（トルコ・チャナッカレオンセキズマルト大学）「テレビ
　　　コマーシャルの特徴を活かした授業の進め方一初級での使い方と
　　　その実践一」
　3－5川口義一（早稲田大学）「中級会話練習の落とし穴一談話記述の
　　　精緻化に向けて一」
かならずしも欧州の日本語教育，日本語研究という枠にとらわれない発表
もあったが，欧州各地における「多言語共生・共存」の実態が発表内容に
もうかがわれ，興味深かった。
　三日目は次の三つのフォーラムが各会場で行われた。
　テーマ1：「文字の部屋」表記の指導に関して
　テーマ2：「耳の部屋」聴解指導に関して
　テーマ3：「実践報告研究室」実践報告の仕方について
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引き続いて東弘子氏（グルノーブル・スタンダール第3大学）による講演
「『現場』から『理論』への日本語教育一日仏『配慮：表現』のずれをめ
ぐる問題を考える一」が行われた。内容の詳細については紙面の関係か
ら省略する。
　次に発表を聴いた印象をできるだけ公正な観点から記しておきたい。
　発表では作文教育とそれの実践報告がかなりのウエイトを占めているよ
うに思われた。作文という技能は文字資料として残りやすく，誤用例の検
討など多くの示唆が提供されるが，縦断的，横断的研究となると相応の期
間と習得前後の対照研究などの手法を必要とする。誤用の対象が全体の中
でどのような位置づけが成されているかで次のステップに連繋する作業が
不透明になることもある。誤用例の検討にしても用例の分類までには至っ
ておらず，実際の教育にどう生かすか，さらなる議論が望まれるところで
あった。作文教育においては重要な共同研究であるだけに今後の取り組み
が期待された。読解，発音聴解，会話，文法教育と，日本語教育の現場で
はどれをとっても問題が山積されているが，発表内容にもう少しこれらの
バランスがとれていれば，というのが率直な感想であった。
　発表は実践報告の内容が多く，それぞれの工夫が見られ，興味深いもの
があったが，一方で各機関の連携，共有の問題意識といったものが直接伝
わって来なかったのが階しまれた。これは日本国内の学会発表などでも近
年その傾向が強いが，それぞれの機関でそれぞれの授業の報告で終わって
みれば，一般化され，共有されたものにはなりにくい。また，過去の類似
した先行事例研究に触れることなしに，直接対象テーマに入ってその実践
を報告するという手法では，例えば新しい料理法を紹介するだけで，その
料理のどこに斬新さがあり，どの料理を応用したものか，カロリーはどう
か，といった疑問を無視したような結果になろう。これは情報の処理操作
の難しさでもあり，時間の制約も手伝って総じて結果を急いだ報告になっ
ているという印象が残った3）。
　なお，当日発表された内容はその後のいくらかの修正，加筆もほどこし
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て後日提出され，報告・発表論文集として刊行される予定である。
3．第7回英国日本語教育学会（BATJ）年次大会’
　リヨンからロンドンに戻って日を置かずに，2004年9月3日置ら4日ま
で英国日本語教育学会（BATJ）4＞年次大会がオックスフォード大学のブ
ルックスキャンパスで行われた。参加者（登録数）は60余名であった。
　初日は午後から基調講演があり，講師と演題は尾埼明人氏（名古屋大学
教授）「接触会話の研究と日本語会話の教育」であった。会話の研究では
明確な輪郭をもったパターンといったものが抽出しにくいが，できるだけ
実用的な場面を考慮して学習者の立場に立った訓練を施す方向には異存は
ない。会話教育のためのシラバス作りは，おそらく国内国外の日本語教育
の環境においてさまざまな配慮，工夫が行われるべきであろうが，接触会
話，接触場面5＞の分類とともに当然ながら母語会話の分析も同時に進めて
いく必要があろう。
　休憩の後，ワークショップ「自律的学習とは」というテーマで，
　「学習日記：JFL教室における自律性を超えた学習者訓練」
　　　バルバラ・ゲラテイ氏（リムリック大学）
　「自律学習につながる上級レベルの指導：ある作文クラスからの一考察」
　　　永井三岳氏（シェフィールド大学）
の二人の実践報告にもとづいて視聴者をまじえた討論がなされたが，「自
3）　本大会の概要は『月刊日本語』（アルク）2004年11月号に紹介されている。
　　P．27
4）The　British　association　for　Teaching　Japanese　as　a　Foreign　Languageの略称。
　　講演をふくむ各種ワークショップの開催などのほか，紀要「BATJ　Journa1」
　　（年刊）が4号まで刊行されている。（2004．11現在）活動の全体には国際交
　　流基金ロンドン事務所，日本語センターの支援も大きい。
5）接触場面の考察では例えば，ジョージ・サーサス，北澤裕・小松栄一訳『会
　　話分析の手法』（1998）の相互行為についての分析など，近年，談話研究の
　　重要なテーマとなっている。
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律」の定義をめぐって一部，議論が錯綜する場面が見られた。このあと，
日本大使館一等書記官による「英国の高等教育と日本語教育」と題する報
告があったが，用意されたレジュメがなく，また機器の操作のミスか，パ
ソコンによる使用も原稿が文字化けして判読できない状況で行われたのは
残念なことであった。報告では英国の教育施策と近年の英国経済の波紋に
よる日本語教育の実情，現実的には日本語学科の廃止，などの動向が紹介
された。
　二日目は総会のあと，前日のワークショップを拡大し，6つのセクショ
ンに分かれて討議すると同時に下記のようなテーマでの研究発表と講演が
行われた。
　発表1　「語彙学習：初級日本語学習者のための授業活用例」
　　　　　　小木曽小枝子（ダブリン大学トリニティカレッジ）
　発表2　「日本語作文自己訂正タスク」
　　　　　　長谷川マッキンターヤー文子（スターリング大学）
　発表3　「生教材のタスク開発」
　　　　　　吉田蕗子（学習院大学大学院人文科学研究科日本語日本文学
　　　　　　専攻）
　講演　　“Unwrapping　the　wrapping”（英語）
　　　　　　Prof．　Joy　Hendry（オックスフォード・ブルックス大学）
　発表4　「教室における学習者の日本語理解」
　　　　　　小川順子（バーミンガム大学）
　発表1では同大学教育学部の中等教員資格取得コースに設けられた自己
言語学習経験を内省するための日本語コースとそこで試行されている語彙
学習方法が紹介された。四つの段階を通して種々のタスクによる習得の実
際を観察，報告したものであった。発表2では作文訂正（文法・表現・語
彙・表記）における自立学習についての報告で，主として「は」と「が」
の習得に焦点を当てた報告であった。自己訂正表をフィードバックするこ
とで誤用の分類，内省を深めるという趣旨が興味深かった。発表3ではコ
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ミュ医書ティプアプ八一チの教室活動における生教材の開発，扱いについ
て，テレビ，インターネットなどから採った記事や広告などの生素材から
情報を得るストラテジーを養う教材例の紹介とそれらを用いた授業，学習
者の反応などの報告であった。最後の発表4では教室内の学生の日本語活
動に焦点を当て，教師の与えるインプットを学習者がどのように理解して
いるか，どのような要素が理解の阻害要因となるのか，またその際のスト
ラテジーにはどのような特徴が見られるか，といった趣旨の実践報告で
あった。
　当日午後の【課題別ミーティング】では「自律学習について」，「オーラ
ルコミュニケーションの指導」，「音声指導」，「日本語教育文法」，「作文指
導，評価」，「第二言語習得」，「共有できる教材開発」の7つのグループに
分かれて活発な討議がなされた。
　英国日本語教育学会はフランスやその他の諸国のほとんどが「教師会」
という名称で運営されているのに対して「学会」という名称を用いてい
る。学術的な交流をより活発化させるためには，各種分科会の継続的発
展，さらに研究活動を還元させるための教材開発などが日英共同で進めら
れることを期待したい。
4．欧州の日本語教育，アジアの日本語教育
　ここで二つの大会から得た印象をもとに，日本語教育の国際化，それと
両輪の関係にある，現地における日本語研究のあり方，取り組み方につい
て感じたことを述べてみたい。
　筆者はこれまで主としてアジア諸国の留学生を対象とした日本語教育に
30余年携ってきた。このたびの研究滞在はこうした経験にもとづき，変動
著しい欧州の日本語教育の傾向と特色，問題点をできるだけ対比，対照さ
せながら考えてみたいという目的があった。そして，その延長として国際
化時代における日本語教育の本質的な問題点，さらには日本語の普遍性，
個別性を考えてみたいと思った。この間，さまざまな見聞を通じて三つの
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「多」（多言語，多文化，多民族）を比較統合しながら多様な形態の言語
教育の可能性とともに，日本語教師，学習者の抱える種々の問題を具体的
にどのように共有していくか，考えさせられることも少なくなかった。ロ
ンドンという“人種の柑塙”の中で暮らすことが，そうした筆者の問題意
識をより一層高めたともいえよう。
　アジアにおいては日本との地理的近さから日本語の学習，習得がたとえ
ば就職に有利であるとか，職場での昇進に影響するといった実利的な傾向
が顕著である。日系企業でもそこで働く従業員のために社内で日本語の授
業を行なわれているところも少なくない。こうした背景から教科書にも日
本人とのコミュニケーションをはかる内容が多く見られる。
　一方，ヨーロッパではどうであろうか。英国にはたとえば5万人，ロン
ドンには4万人ほどの日本人が居住しているとはいっても日系企業に就職
するためにといった道具としての日本語の需要は（あくまで比較の上でだ
が），アジアよりは相対的に低いと思われる。日本語学習人口や日本語能
力の平均的な高さを見ても，即戦的な成果を求めるという背景はアジアほ
ど現実的ではない。言語が経済や地理的環境の影響を大きく受けるという
側面から，こうした特徴が見られるのはやむを得ないことであろうが，一
方これは日本（人）の主体性の問題でもあり得る。もちろん，企業が現地
採用の英国人社員に対して語学研修をほどこす機会は少なくないが，それ
でも日系企業内における昇進，日本人と同列に扱わない閉鎖的な雇用が日
本語習得の機会を消極的なものにしているケースも少なくないという6）。
　この問題は同時に比較的“強言語”とされる日本語がヨーロッパにおい
て真にアジアの言語，ひいては世界の言語文化のなかで魅力ある言語か否
か，という問題をも惹起しているように思われる。歴史的にも趨勢的にも
6）日本のムラ社会のこうした現実については林信吾（1994）『日本国ロンドン
　　村』（マガジンハウス），清野美智子（1999）『ロンドン日記一明日を開く
　　窓一』（鳥影社）などをはじめ枚挙にいとまがない。
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英語教育が中心の国では，常に教授法の面でも質的な比較，討議が問われ
るという現実がある。教育に根ざす研究の模索と同時に絶えざる自己研鐙
が教師に要請されることは言うまでもない。日本語教育が日本語研究とと
もに英語教育の位置，水準に肩を並べるにはまだ相当の時間と努力が必要
とされるはずである。
　教科書，教材についてさらに触れるならば，その傾向，特色もアジアと
ヨーロッパとではかなり異なったスタンス，形態から構築されていくべき
であろう。グローバル化に逆行するような日本語教育が一部に見られるの
も事実であるが，ヨーロッパという世界で英語が圧倒的なシェアを持つ媒
介言語の中枢にある以上，日本語をこの地域で教え続けていくことは，や
はり文化としての戦略的工夫が今以上に必要になるのではないだろうか。
ロンドン大学のSOASに設けられた「言語文化」という学部・学科の名称
は言語教育をとりまく環境，向後の外国語研究・教育の枠組みをあらため
て象徴しているように思われる。
5．日本語教師会の性格，課題
　ここで日本語教師の相互連携という取り組みについてあらためて考えて
みたい。これは日本語教育の国際化を考え，進めていく上できわめて重要
な意味をもつと考えるからである。
　リヨンで行われたシンポジウム「日本語教師会は何ができるか」の最
中，会場の少ないノンネイティヴ7）の日本語教師（フランス人高校日本語
教師）から手があがり，教師会に入っても実質的に得るところが少なく，
差別を受けているような印象があると，率直に述べられたことが今でも強
く印象に残っている。発言者の勇気に対して，拍手が会場から起こったこ
7）　「ノン・ネイティヴ日本語教師」という名称も「現地人日本語教師」という
　　名称も会場でもそうであったように小文でも筆者は差別的意図で用いるもの
　　ではない。
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とも共感をしめしてのことだろうか，教師の連繋，共有の場という課題を
足元から検証してみる機会を提起したことは明らかであった。
　二つの大会に参加してみて，ノンネイティヴ日本語教師の参加者が非常
に少ない，ということにもあらためて気付かされたが，これをもって日本
語教育が「現地化」を計る物差しになるかどうかは慎重な議論が必要かも
しれない。短い時間での発言であったので，真相を詳しく聞くことはでき
なかったが，こうした発議が出ること自体，教師会の抱える問題が複雑で
あることをうかがわせた。そういえば，役員も代表も一これは英国日本語
教育学会もそうであったが，日本人であった。米国日本語教師会（ATJ）
も日本人が会長をつとめているし，そうした海外の大勢に倣ったまでであ
ろうが，当然，日本人以外の日本語教師の現実の声を反映させていくべき
ではないだろうか。
　例えば日本で「日本英語教育学会」「日本中国語学会」なるものがあっ
たとして，その会長，役員はアメリカ人や英国人，また中国人であろう
か。一人でも「現地人」教師が入っていることで国際化（或いは均衡化）
が進むのではないだろうか。おそらくそのフランス人教師にとっては，こ
の学会組織が困ったときに助け合う扶助的団体としての日本人日本語教師
会のように感じ取られたのかもしれなかった。そのこと自体，貴重な場で
あることは確かだが，その提言の根っ子は筆者の推測によれば，日本人と
同じような立場での発言，参加の機会が極めて少ない，ということではな
かっただろうか。意見，情報の交換において具体的にどのような活動が求
められるかを，教師一人ひとりが考えてみる必要があろう。
　たとえば，大会の進行などがすべて日本語で行われることは致し方ない
としても，できるだけ多くのノンネイティヴの日本語教師が希望と期待を
もって参加できるような雰囲気，体制作りができれば真の意味での相互交
流も前進するだろう。日本語教育は当然ながら日本語教育だけで成り立つ
ものではない。多元文化，多言語主義の理解，共生の視野があってはじめ
て開かれたものとなるだろう。また，教師の中から費用の面で遠隔地から
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となるととても参加するのは難しいといった声も聞かれた。非会員も広
く，自由に参加できるようになれば，日本語教育にとっても真の連帯，共
鳴が得られるはずである。
　大会や学会組織がほとんど日本人によって占められるという現実は，自
然に日本人特有の言動を中心とする土壌を形成していく。それは日本語教
育の日本的なムラ組織共同体を形づくるという墾盛をまねきかねない。
言うまでもなく，現実の日本語教育は日本人による日本語教育だけから成
り立つものではない。この傾向が強化されていくようであれば，むしろ日
本語教育の国際化にとってマイナス要因となることは明らかである。
　このことは教材の開発，作成についても具体的な問題となってあらわれ
るように思う。
　「第8回ヨーロッパ日本語教育シンポジウム」の報告・発表論文集に
「欧州諸国と日本を結ぶ日本語教材作りのプロジェクト」の報告があっ
た。欧州教材プロジェクトでは統一教材の作成なども射程に入れて進行中
であるが，このプロジェクトには現地の日本語教師とともに日本からも多
くの専門家が参画している。これに関して筆者はこれまで教材開発に携
わった経緯から，・欧州という多元化・多言語文化社会の構造のなかでそれ
ぞれの日本語教育の個別性がどのように統合されるのか，またそれ以上に
ノンネイティヴの日本語教師たちの現場からの声がどの程度，参画の機会
がもち，反映されているのだろうか，という率直な興味（或いは素朴な疑
問）を抱いている。日本人教師だけからの視点ではどうしても不十分な問
題点が残るであろう。国内においても共通教材を開発することが困難な現
実を考えれば，まして多元・多言語文化社会であってみれば，各地域のも
つ教育事情は個別的であろうし，共通教科書といったものがどのような面
において有用なのか，という議論がさらに蓄積される必要がある。
　教材の開発はこれまでの筆者の経験からすれば，現地の教師，経験者を
一人でも二人でも中軸に据え，意見を反映させていくべきである。これは
「現地化」以前の問題である。多様な現状をできるだけ統括するには強力
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な牽引者が必要なことは否定できないが，個々の意見，提言に耳を傾ける
寛大さも必要である。その国でその国の日本語の教科書を作るということ
は当然その国で使われることを前提としている。そこには文化背景があ
り，教育制度があり伝統，習慣がある。筆者は「現地」で刊行された教科
書を見て著者が往々にして日本人であるケースが多く，なぜ「現地人」教
師の名前の併記がないのだろう，との疑問を抱かずにはいられない。言う
までもなく教科書は一人の産物，所有物ではない。現地における相互扶
助，協同作業こそが「開かれた」日本語教師会を創造し，日本語教育とい
う「教育」の国際化を具体化させていくのではないだろうか。こうした内
部事情，現実的課題は各国の事情報告8）ではなかなか言及されない事柄で
あるが，欧州における日本語教育の将来を考えるときも，やはり人的な交
流こそが根幹的な課題であるように思われる。
6．日本語教育の国際化の根底にあるもの
　こうしたとき，筆者は二年前にタイのチェンマイで行われた北タイ日本
語教師の会主催によるシンポジウムに参加したときのことを想起する。も
ちろん，日本語教育のそれぞれの地域性といった背景は否定できないが，
参考のためここに再度紹介しておきたい9）。
　チェンマイでのシンポジウムはまず，会長をつとめるタイ人教師のタイ
語による開会の辞と挨拶，日本人関係者の紹介があり，また発表も通訳を
必要とする参加者には日本語，あるいはタイ語との同時通訳で行われた。
このシンポジウムで筆者が一番，感銘を受けたのは（まだ経験の浅い教師
8）欧州の日本語教育事情については『世界の日本語教育（日本語教育事情報告
　編）」（第6号，国際交流基金日本語国際センター2001．）の特集で紹介され
　ている。
9）田中寛（2002）「タイ日本語教育ネットワークセミナーに参加して　　日本語
　教育のグローバル化と地域化を考える一」『講座日本語教育」第38分冊　早
　稲田大学日本語研究教育センター
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たちも多く参加していたこともそうだが），現地のノン・ネイティヴの教
師たちの主導で行われたことであった。
　予稿集も早い段階から準備編集が進み，日本語版とタイ語による翻訳版
が参加者の希望に応じて配布されるという周到さもまた特筆すべきことで
あった。日本人教師とタイ人教師の参加者がほぼ同数であったことも会場
内の雰囲気を心地よいものにしていた。これは地道な呼び掛けと同時に会
の趣旨に賛同する人々の関心を反映した結果でもあった。この成果は日本
語教育の地域化という一つの可能性を提起するものと印象づけられたが，
それでも当日の反省会では深夜まで議論が続き，日本人教師主導の点が依
然多くあったこと，討論分科会では日本語の使用が多かったせいか，経験
の浅いタイ人日本語教師の参加が少なかったことなどの謙虚な反省点，改
善点が指摘されたのであった。そこには日本人教師のための教師会ではな
く，タイ人日本語教師とともに歩むことを最大意義と考える若い教師たち
の誠実さ，熱意が見られた。
　設立10年目を迎えたヨーロッパ日本語教師会にとって，現状はまさに過
渡期であり，当分は試行錯誤を重ねる時期であろう。そこでは徒らに将来
の方向性を限定することなく，可能性を残し，また他者の声にできるだけ
耳を傾ける寛大さが必要であろう。短い時間であったが筆者の感じた印象
は健全な日本語の教授を目指す立場にありながら，会場の参加者との日本
語の遣り取りが十全でない，という日本語教師のコミュニケーションのあ
り方であった。相手の主義主張に対しては「間髪入れず」に応じるのでは
なく，冷静に状況や背景を検分するだけの余裕があれば有意義な接点が必
ず生まれてくるはずである。そこには他者の状況を配慮する想像力という
姿勢も育まれていくにちがいない。
　日本語教師会は日本語教師のための会であると同時に，その底辺には学
習者，また現地国での見えざるさまざまな恩恵をふくめて，日本人教師の
ほかにノン・ネイティヴの教師のネットワークに負うところが大きいこと
を，あらためて想起してみたいと思う。
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7．「日本語による発信」とは何を意味するのか
　グローバル化の時代では英語による情報収集，伝達，発信の密度が高
まっている。インターネットの世界では圧倒的に英語によるシェアが占
め，今後ますますその勢いを強めていくことが容易に予測される。このよ
うな時代にあって，日本語を教えること，日本語を発信するということの
意味をあらためて考えてみたい。
　近年，欧州では「言語共通（参照）枠組み」の構築ということが外国語
教育の目下の検：討事項となっている10）。この現況は言語計画，言語政策の
面でも非常に大きな示唆を提供するものだが，さきにもふれた「欧州諸国
と日本を結ぶ日本語教材作りのプロジ土クト」の報告もその現実的な課題
を指向するものである。人的な移動が急速にたかまってきた現代ではとり
わけ欧州EC諸国での往来は頻繁で，それにともなう情報発信・受信の効率
向上への関心は強いものがある。当然ながら，言語の教育，教授にもこの
波は押し寄せてくる。
　統一的なシラバス，コースを編成することによって，レベルを共有し，
人的移動に応じても教育環境的に対処可能な教授を模索するという考え方
自体，おそらく時代の要請にかなうものであろう。だが，そこには根強い
異文化，多元的な言語文化が介在する以上，英語教育的な枠組みだけを基
底に発想されるものであっては危険性もともないかねない。
　言語の「共通（参照）枠組み」という規定自体，たぶんに流動的なもの
だが，さまざまな経験を積んだ有識者が同時に現場の声を十二分にすくい
あげながら，緻：密な質疑を重ねていく必要がある。
　日本語教育もまたこうした趨勢にあるとき，音声にしろ文法にしろ，教
授法だけでなく，日本語研究そのものの体系的な見直しが迫られてくるこ
10）詳しい紹介は田中和美氏による報告「ヨーロッパにおける言語共通枠組み
　　（CEF）について」（英国日本語教育学会Newsletter第14号。2004．11）及び
　　ヨーロッパ日本語教師会（2005）『ヨーロッパにおける日本語教育とCommon
　　European　Framework　of　Reference　for　Language』（国際交流基金）を参照。
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とは必然的である。より教育に還元できる研究，人間対面を意識した研究
が今後ますます求められていくであろう。日本語もまたこうした視野に
立って多元的にとらえ，比較対照する視点が必要になっていく。これまで
以上に日本語研究と日本語教育の連繋が重要視されていくにちがいない。
　言語はいうまでもなく文化交流の大きな手段である。一方，文化が言語
の乗り物である以上，とくにこれからの時代は文化と同義的な発信が求め
られる。単なる伝達の手段であれば，英語による効率，迅速さが選択され
る可能性が高い。それでも日本語を発信する意味を考えるとなれば，当然
ながら文化理解という附加価値を見直すことが必要になってくる。日本語
という母語認識をとらえなおす日本語論もまた議論されるべきであろう。
　常々言語の学際的な連繋を考えている筆者は日本語は国際語として性急
に根付く必要はないとしても，アジアのさまざまな情報，知識を伝播する
言語体として，その地位を高める努力だけはしなければならないと認識し
ている。それはすぐれた日本文学の翻訳奨励であったり，文化事業の推進
にも委ねられるが，筆者が思うことの一つは日本語上級者のためのフォ
ローであり，レベルアップのための支援である。
　もちろん，日本語学習者の底辺を開拓することや，中等教育支援も大切
な事業であろうが，さらに高いレベルの高等教育機関に従事する教員のた
めの支援プログラムがあってもよいと思う。筆者がそのような立場にいれ
ば，ぜひともそのような機会を臨むであろうし，現実的な需要も高いと思
われる。そこでは研究者同士による学術的な交流ももちろん期待できるで
あろうし，自分自身の狭い研究の殻に閉じこもらないための有益な方策で
もある。そうした協同の試みの中から，新しい日本語教育，日本語研究の
枠が模索されないだろうか。
　海外での日本語教育の支援といえば，まず初級レベルの底上げが課題と
されるが11），短期型だけでなく長い目でみた場合，一方で相互理解を高め
るための人文科学，社会科学系のより高度な日本語力を高めあう場があっ
てもよいと思う。初級の学習者を増やすことがただちに日本を理解するこ
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とに繋がるとは思われない。他言語（英語を中心とした）による情報の浸
透力もそうだが，そこには消費的な産物としてしか認識されえないことへ
の懸念もある。
　日本語を学ぶことによって得られる親近感は確かに貴重なものにはちが
いないが，いわば「一過性」的な提供にのみ終わるようなことになっては
時間的，労力的な損失も大きい。幸い，日本からの学術訪問者は英国に
限っても年間に相当数にのぼっている。そうした研究者たちをも交えなが
ら，より高度な専門日本語の向上を目指す場があってもよいのではないだ
ろうか。圧倒的に英語による情報の需要が高いにしても，そこでの知的情
報の交換は日英の草の根の学術交流にも寄与するはずである。また，そこ
から最近注目されているアカデミックジャパニーズの意味がより現実的，
具体的な意味を持ってくることになるだろう。
　もう一点は日本語教育を言語文化学の一翼としてとらえる実践である。
言語教育，外国語教育は文化という媒体を抜きにしては考えられない。現
代のようなグローバル化の時代にあって言語と文化の一元化しつつある状
況を考えれば，言語を文化の媒体として発信していく努力，工夫が求めら
れる。英国滞在中，訪問したシェフィールド大学東アジア研究学部の永井
三層氏の発言が強く印象に残っている12＞。日本語を学ぶ学生の多くが日本
のアニメ，ゲームソフトに強い興味を持っているという。言語に興味を持
つ切り口はさまざま考えられるが，永井氏の疑問は学生のこうした先入
観，印象が実際に日本人と接したりしたときに大きな矛盾，違和感，摩擦
となっていることを聞かされ，言語だけでなく，こうした文化的な理解教
育も進める必要性を痛感したのである。
　それには教師一人一人が言語文化の発信者であるとの自覚を持ち，その
lD　例えば「国際交流基金新たなスタートー小倉理事長に聞く，海外での日本
　　語教育支援」讃費新聞2004年5月7日付記事などを参照。
12）2005年3月9日にシェフィールド大学でのインタビューによるもの。
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ための努力研鐙が求められることは言うまでもない。
8．おわりに
　2004年の春，ある衝撃的なニュースが英国内の日本語教育界に走った。
長年実績を挙げてきた英国ダラム大学の東アジア研究科が閉鎖されたとい
うニュースは高等日本語教育に携わる者のみならず日本語関係者にとって
注目すべき事態であった。英国も欧州の日本語教育がそうであるように，
日本語は常に中国語，韓国語のニーズと比較対照させながら意識化されて
いるといってよい。スタッフの配置も数も現実的なバランスに支えられて
いる。たとえば，中国からの観光客の増加，また英田関係の将来を見越し
て確実に中国語学習の需要は伸びると予測される。そうしたとき，日本語
学習，日本語教育が魅力的なものであるかどうかが，選択の岐路となって
いく。こうした事情を考えるならば，今後は言語学習だけでなく，文化的
な方面での附加価値も問われることになろう。経済の動向を直接受ける外
国語教育の現実は，一方で底辺を支える教師一人ひとりの現実的な対応と
も無関係ではありえない。同時に今次のシンポジウムでもそうであったよ
うに教育実践的な印象が強い中，誤用例の分析などを通じた日英語の対照
研究や，欧州における日本語の研究を文学，文化事情研究とタイアップし
て発展させる努力が求められる。それにしても現場の日本語教師は必要以
上に多忙すぎるという印象であった。
　これからの流動する外国語教育のなかで日本語教育に求められるもの
は，また教師の研鐙とは何を意味するのであろうか。教授活動が研究活動
の対象として意識されることは否定すべきではないだろう。ただ，あまり
に教育実践と研究活動の連繋を直結的に捉えてしまうと，教育実践そのも
のが恣意的なものに歪められていく怖れもないとはいえない。確かに教授
活動を何らかの成果として意義付けることはその教師にとっての内省的な
記録にも繋がるであろうし，盛んに言われる「自立」（「自律」）の意味に
おいても相互に享受されるものは少なくないと考える。しかし，あまりに
一163一
も結果や意義付けを急ぐことになっては，教育という本来長いスタンスで
思量すべき成長の過程が，近視眼的な角度，射程でしか捉えられなくなる
としたら，これは双方にとうても不幸なことであろう。
　ヨーロッパのシンポジウムにあった「開かれた日本語教育」という課題
を考えるとき，そこには互いの経験の発信と同時に受信がある一定の寛容
の幅を持たせながら対話を図っていく努力が要請される。筆者は海外にお
ける日本語教育の連繋の困難さをこれまでの経験から一定範囲であるが理
解しているつもりであるし，また筆者以上に日本語教育の経験，苦労を積
んだ日本語教師が海外で多く活躍している現場を知っている。教育は全知
全能ではないし，それぞれの特有な環境も十分に考慮するのでなければ，
性急な評価判断は避けなければならない。
　欧州の日本語教育が今後ますます発展していく過程において，そこから
新しい日本語研究を刺戟し，言語文化，さらに異文化コミュニケーション
研究に大きな一石を投じていくことを期待したい。その際，アジア各国の
日本語教育，日本語研究との比較研究など議論されていくことも，グロー
バル化時代の外国語教育の活性化にとって必要なことであろう。本稿に記
したことの多くがが杞憂であればとの思いも残るが，筆者もまた欧州の日
本語教育の現状と貴重な経験的試行から多くを学び，自己研鑓を重ねてい
きたいと思っている。
附記
　本稿は平成16年度大東文化大学長期海外研究の一環としてまとめられたものであ
る。より広い読者に提供したいという筆者の要望をご理解いただき，発表の機会を
与えられたことに対して，本誌編集委員会に心から感謝申し上げる。
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